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東洋文庫所蔵未比定サンスクリット写本について
堀 伸一郎
東洋文庫の所蔵するサンスクリット写本については､ Kaneko et al.
1979によるカタログが公刊されている｡ 同カタログ記載の写本には､ 未
比定の写本が６点 (No. 3-B, 9, 22, 23, 27, 28) 含まれているが､ このう
ちNo. 27 (請求番号：SKT-MS-27) とNo. 28 (請求番号：SKT-MS-28)
の２点を比定できた｡ 本稿では､ 両写本の書誌学的記述を行う｡
１. 東洋文庫所蔵サンスクリット写本の来歴
Kaneko et al. 1979には､ 同カタログ記載写本の来歴に関して何の記
述もない｡ No. 3-A (請求番号：SKT-MS-3A)                  に
関しては､ 河口・池田 1926 により ｢先生 [河口慧海] が西藏國ツアン
州シヤール､ ゴンパ寺で得られたもの｣ (緒言) として写真版が出版さ
れ､ SKT-MS-3A との一致が確認できる｡ さらに､ 河口慧海自身が入手
の経緯を書き残しているため (河口2001: 108-111, 234-238)､ 河口がチ
ベットから将来した写本と断定できる｡











｢図書原簿｣ には ｢紺紙金泥写本法華経 １部１帙｣ という項目でチベッ
ト語訳法華経写本(２)が記載されているので､ それとは別項目の ｢法華
経写本 １部１帙｣ が､ サンスクリット写本 SKT-MS-3A を指す可能性
がある｡ 次の ｢諸写経 １部14帙｣ は､ 何語の写本なのか明記されてい
ないが､ サンスクリット写本を指しているのではないだろうか｡ チベッ
ト語写本カンギュルについては ｢写本経部 １部115帙｣ という別項目が
ある｡ ｢梵文法華経 (写真版) １部１帙｣ は､ SKT-MS-3A の写真版で
ある河口・池田 1926 を指すと考えて差し支えない｡
壬生 (1955: １) は､ ｢東洋文庫所藏の河口寫本は十六部に過ぎない｣
と述べているが､ 16部という数は､ 上記の３項目を合わせた16帙に一致
する｡ 東洋文庫所蔵の河口将来サンスクリット写本が16部あることにつ
いては､ 壬生1955を引用しながら､ 河口正 (1961: 173)､ Enoki (1967:
42, n.159) でも言及される｡
Kaneko et al. 1979には､ No. 1～28の28点のサンスクリット写本が記
載されているが､ カタログ作成の過程で､ それまで１帙として保管され
ていた写本が分割され､ それぞれ別の番号を付与された可能性が十分あ






稿で扱う SKT-MS-28は､ まさにその一例といえる｡ 河口の ｢入蔵記｣






総合図書館に所蔵され(３)､ カタログ (Matsunami 1965) が公刊されて
いるが､ 同カタログに ｢シッダヨーガ｣ に対応する題名の写本は記載が
ない｡ ところが SKT-MS-28には､ 後述するように V nda 著          








墨で ｢尼陀那｣ ｢古｣ ｢破損本｣ ｢梵書｣ ｢へロの一下｣ と記されている｡
庄司 (2010b: 37, 38; 2012: 28, 29, 41) によれば､ 河口旧蔵書には整理







Kaneko et al. (1979: 190) における本写本の記述は次のとおりである｡
No. 27
(１) Unidentified fragments
(２) Palm leaf, terribly damaged.
すなわち､ 破損の著しい貝葉写本とするのみで､ 葉数・行数・サイズ・
書体に関する記載がない｡
本写本の書記媒体は､ Kaneko et al. 1979に述べられるとおり､ ヤシ
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の葉 (貝葉､ palm leaf) であるが､ サイズなどから                  
L. という種の葉を加工したものと判断できる(４)｡ 126葉が残っている






全て失われている｡ したがって､ 葉の順序は､ 印刷本と内容を比較しな
がら推定する以外にない｡ 全126葉を印刷本 (Vp 1, 2, 3) 対応テキスト
の順序に並べたものが､ 付表１・２である｡ 以下では､ 各葉を特定する
ために､ 筆者が新たに設定した番号 (表のＡ列) を用いることとする｡
各葉の左右２カ所に綴じ穴があり､ 綴じ穴を中心として幅23-27mmの





り､ 中村 (2007: 7-10) が図像の概要を記述している｡ 図像もテキスト
を分断するため､ 図像を含む葉はテキストが６分割されているように見









18v に描かれる３点の図像 (中村論文では37L, 37C, 37R) の下には､
チベット文字 dbu med 字体で次のチベット語が書かれている｡
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左 chos kyi g u  yid b in gyi nor bu 
中 dus  khor lhan skyes














されるため (2r, 39r, 46r, 53r, 57vなど)､ もともとベンガルもしくはミ
ティラー地方で作成された後､ ネパールにもたらされ伝承されたものと
推定される｡
写本の内容は､ 密教経典             の注釈文献で､ Pu  ar ka
に帰せられる           (７) (以下 Vp; 詳しくは                                                               (８)) である｡
注釈のみで             の詩節を含まない部分と､ 詩節のみで注釈
を含まない部分の両方がある(９)｡ 注釈のみの部分は､ １葉を除き Vp 1
すなわち第１・２章の範囲に対応する｡ １葉のみ Vp 2.7.13-2.9.8 (第３
章) に対応する｡             の詩節のみを含む部分は､ ２葉が第









6r3 iti  r m latantr nus ri y  dv da as hasrik y   laghu-
k lacakra○tantrar ja  k y   vimalaprabh y   sakalam ravi-
ghnavin  ata parame  adevat sanm rgganiyamo[dde]○ ///
13v5 /// [st]. ntrade anodde o dvit □ya  
18v3 iti m latantr nus ri y   laghu○k lacakratantra  k y  
dv da a□s hasrik y   vimalaprabh y   de ak ○dhye aka-
m latantralaghutantrasandha□ ///
29v1 iti m latantr nus ri y   laghu○k lacakratantrar ja-  k y   vima□laprabh y   dv da as hasrik y  ○ sek di-
sa grahodde a + pa ca ///
33v5 /// .[ y ] .. .. .. .[ ]hasrik □y   vimalaprabh y  
ma  al bhi e○k disagrahodde a  a  ha  
60v3 /// y   vimalaprabh y   [jy]otirj  navidhimahodde- a  
73r1 iti m latantr □nus ri y   laghuk lacakrata○ntrar ja-  k y   dv da as ha□ ///






ではあるが､ 従来の校訂本 (Vp 1, 2, 3) では参照されていないので､
今後 Vp や             の本文研究で活用されることが期待される｡
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３. SKT-MS-28: M dhava 著           および V nda 著         を中心とする医学文献
Kaneko et al. (1979: 190) における本写本の記述は次のとおりである｡
No. 28
(１) Unidentified text




がれかけている｡ 全葉の左端が破損している(11)ため､ 行頭の ak ara











第１葉表面 (１r) から第123葉裏面 (123v) までの行数は８行で一
定であるが､ 124r が９行となり､ 以後の葉は７～９行で一定しない｡
281v と299r が10行､ 299v が11行書かれている｡ 葉番号のない300r は











れない｡ さらに､ ２枚の夾板も残っており､ 最終葉に近い方の板は二つ
に割れている｡ 割れた板のサイズは85×288mm､ もう一方の板は84×
288mmである｡ 割れた板の表面に､ 横書きのデーヴァナーガリー文字




できる｡ 1r-119r2の筆跡は比較的太いが､ 119r2の途中､ 章末コロフォ
ンの後で比較的細い筆跡に変わる｡ ここから書写を開始した第２の筆写
者は､ ３箇所のコロフォンの後､ 自分の名前を記している｡
138v8 li ita[ ] k   adevavaidyasyeti  
293r9 lipi k   adevasyedam＊ 
299v11 lipi k   adevavaidyasya  
第２の筆写者が､ K   adeva(vaidya) という名の医師 (vaidya) で
あることが判明する｡ 第129葉は表面と裏面で筆跡が異なる｡ 129vは､
おそらく第３の筆写者によるものと思われる｡ このほか､ 142r5, 163v8-
164r1, 165v4 (章末コロフォンの後；図２参照) で､ 筆跡の明らかな変
化が観察できる｡ 葉番号のない300rv と301r はそれぞれ､ さらに別の
筆跡と思われる｡







299v11 samvata 784 caitre m si  uklapak e  ubhadine  ubha  




期間に相当する(14)｡ 残念ながら､ tithi や曜日などが記されていないた
め日付までは確定できない｡




写本の冒頭は､ 次のように M dhava 著           (15)(以下 Rv)
で始まる｡
1r1 /// [na]ma  iv ya  pra amya jagadutpatti,sthitisa h -
rak raka , svargg pavarggayor=dv ra , trailokya ara a   i-
va , n n mun n   va[ca]
1r2 /// + + .. n  sam sata sadbhi aj   niyog t＊, sopadra-
v ri  anid nali go nibadhyate rogavini cayo ya , n n tantra-
vih[ ]n[ ]
1r2に見える            は Rv の別名の一つである｡ Rv には､ 他




146r8 [i]ti rugvini caye, galaga  a,gandam l ,granthy rbuda,
apac ,nid nam＊ 
165v4 iti rugvini caye bhagandaranid na  
261r6 iti rugvini caye b laroganid na  
271r3 iti rugvini caye vi anid na  
４例目の章末コロフォンの前に Rv の最終章最終詩節 (69.65) が書
かれ､ ここで Rv の本文は終了する｡ この後は V nda 著          (18)
(以下 Sy) の第68章以下が書かれる｡








6r2 /// [kya]sahitai,r=iha siddhayoga  v ndena mandamati[n]- tmahit rthan ya, sa likhyate gadavini cayajakrame a rogam= dau par k yeta, ta
6r2に          という題名､ 著者名の v nda が見える｡ さらに､
gadavini cayajakrame a ｢           (＝          ) 由来の順序
に沿って｣ 著述することが明記される｡
299v10-11に､          という題名を含む Sy 最終章最終詩節が書
かれ､ 前述の筆写者名､ 年月を含むポストコロフォンに続く (図２参照)｡
299v10 /// + + +  air=yukta  bhi akmata   iti vividhamu-
n n   v kyam= lokya yatn t=svamatiparimitair=vv khy tisad-
bhi prayogai  grathita iha may ya  sa graho
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299v11 /// + + + mn , sa[padi] sa ca li itv siddhayoga sa-
m pta  
本写本には､ Rv, Sy 以外の医学文献が関連箇所で見られることがあ
る｡ Sy 第67章               という小児科関連の章の終わりには､




268v1 iti r va ak ta  b lata tra   iti b larog dhik ra  
題名が           ではなく         となっている点が注目さ
れる｡ R va a に帰せられる        という文献は､ Meulenbeld
(2000a: 145; 2000b: 165, n.606) によれば Kt とは全く異なる文献のよう
である｡ しかし､ 本写本の本文を Kt 印刷本 (pp.4-11) と比較すると､
脱字や異読があるがほぼ一致する｡
153v3で Sy 第43章 (              ) が終了した後､                 という２詩節からなる章が見られる｡ この２詩節は Rv にはない
が､ Trimallabha  a 著                 (20)(以下 By) 第110章 (110.
28-29; p.727) に含まれている｡ この後 (153v5) は､ Rv 第41章 (          ) が続く｡
Kt, By 以外にも､ 本写本には Rv にも Sy にも対応しないテキスト
が一部に見られるため､ 今後なお検討を要する｡
本写本は､ Rv と Sy を中心としながら､ テーマに応じて他文献をも
組み込みながら実用目的で作成された写本ではないかと推察される｡ 17








( ) 復元された ak ara
[ ] 破損した ak ara または不確かな読み
＋ 失われた ak ara
.. 判読できない ak ara
. 判読できないか失われた､ ak ara の一部
＝ ak ara の分解
/// 写本の破れ目









By＝Hanumanta P dhye   str , ed.                                   . dvit yo bh ga ( nand  ramasa sk tagranth vali 71).
Poona:  nand  ramamudra  laya, 1914.
Dimitrov, Dragomir. 2002.  Tables of the Old Bengali Script (on the
Basis of a Nepalese Manuscript of Da  in s           ). In: Dra-
gomir Dimitrov, Ulrike Roesler and Roland Steiner, eds.                                 (Collectanea Marpurgensia Indo-
logica et Tibetologica) (Wiener Studien zur Tibetologie und Bud-
dhismuskunde, Heft 53). Wien: Arbeitskreis f r Tibetische und
Buddhistische Studien, Universit t Wien. 27-78.
12
  
Enoki, Kazuo. 1967.  Dr. G. E. Morrison and the Toyo Bunko. In Cele-
bration of the Fiftieth Anniversary of the Transfer of Dr. G. E.
Morrison Library to Baron Hisaya Iwasaki (1917-1967).                                         25: 1-57.
Hoernle, A. F. Rudolf. 1900.  An Epigraphical Note on Palm-leaf, Paper
and Birch-bark.                              69, Part I,
No. 2: 93-134.
Kaneko, Ry tai, and Yoshihiro Matsunami with the collaboration of
K jun Sait . 1979.  A Descriptive Catalogue of the Sanskrit Manu-
scripts in the Possession of the Toyo Bunko.                                         37: 159-191.
Kielhorn, Franz. 1888.  The Epoch of the Newar Era.                 17: 246-253. Reprinted in: Wilhelm Rau, ed.                                                          . Teil 1
(Glasenapp-Stiftung, Band 3, 1). Wiesbaden: Franz Steiner Verlag,
1969. 456-463.
Kt＝Filliozat, Jean.                                                                       (Cahiers de la Soci t Asiatique
4;  tude de d monologie indienne). Paris: Imprimerie nationale,
1937. 4-11.
Lienhard, Siegfried. 1988.                                                                              , described by Siegfried
Lienhard, with the collaboration of Thakur Lal Manandhar (Ver-
zeichnis der orientalischen Handschriften in Deutschland, Band
33.1). Stuttgart: Franz Steiner Verlag Wiesbaden.
Matsunami, Seiren. 1965.                                                   . Tokyo: Suzuki Research Foundation.
Meulenbeld, G. Jan. 1974.                                                                         (Orientalia Rheno-
Traiectina 19). Leiden: E. J. Brill.
2000a.                           . Volume II A: Text
13
(Groningen Oriental Studies, Vol. XV / II A). Groningen: Egbert
Forsten.
2000b.                           . Volume II B: An-
notation (Groningen Oriental Studies, Vol. XV / II B). Groningen:
Egbert Forsten.
R jva   , a karm n. 1960.                 (Pur tattva prak  ana
m l 3). Nepal:  r 5 ko sark r, pur tattva ra sa sk ti vibh g,
nep l.
Rv＝Vaidya J davj Tricumj  ch rya, ed.                                                                                                                       . 5th edition.
Bombay: Nirnaya Sagar Press, 1955.
Sy＝Premvati Tewari and Asha Kumari, eds. and trs.                                                          (Haridas
Ayurveda Series 18). 2 parts. Varanasi: Chaukhambha Visvabharati,
2006.
Trier, Jesper. 1972.                                                                            ―                                          (Jutland Archaeological Soc
iety Publications 10). Copenhagen: Gyldendal.
Vp 1＝Jagannatha Upadhyaya, ed.                                                                      . Vol. I (Bibliotheca
Indo-Tibetica Series 11). Sarnath / Varanasi: Central Institute of
Higher Tibetan Studies, 1986.
Vp 2＝Samdhong Rinpoche, Vrajavallabh Dwivedi and S. S. Bahulkar,
eds.                                                                      . Vol. II (Rare Buddhist Texts Series 12).
Sarnath / Varanasi: Central Institute of Higher Tibetan Studies,
1994.
Vp 3＝Samdhong Rinpoche, Vrajavallabh Dwivedi and S. S. Bahulkar,
eds.                                                  
14
                    . Vol. III (Rare Buddhist Texts Series 13).
Sarnath / Varanasi: Central Institute of Higher Tibetan Studies,
1994.
Yano, Michio and Makoto Fushimi.         . Vers. 3.13. Feb. 2004
〈http://www.cc.kyoto-su.ac.jp/̃yanom/pancanga/〉.
石井溥2001 ｢ネワール文字｣ 河野六郎・千野栄一・西田龍雄編著 『言
語学大辞典 別巻 世界文字辞典』 東京：三省堂. 712-718.
河口正1961 『河口慧海：日本最初のチベット入國者』 東京：春秋社.
河口慧海・池田澄達編1926 『梵文法華經』 東京：佛教宣揚會. 『西藏旅
行繪巻・西藏品圖録 美術資料・梵文法華經』 (河口慧海著
作集 別巻２) 新潟県出雲崎町：うしお書店, 2001に収録.
河口慧海1981 『第二回チベット旅行記』 (講談社学術文庫317) 東京：
講談社.
2000 ｢入蔵記｣ 『印度歌劇シヤクンタラー姫 入藏記・雪山歌
旅行』 (河口慧海著作集 第14巻) 新潟県出雲崎町：うしお
書店.
2001 『論集Ⅰ』 (河口慧海著作集 第15巻) 新潟県出雲崎町：
うしお書店.


















(１) 東洋文庫の篠 陽子氏のご教示による｡ 同氏には ｢図書原簿｣ の記載内
容についてもご教示いただいた｡
(２) 庄司2012参照｡




ついては､ Hoernle (1900: 94-97) 参照｡
(５) 中村 (2007: 4) は雁皮紙とする｡
(６) 古いベンガル文字 (old Bengali script) については､ Dimitrov 2002参
照｡
(７)             と           のサンスクリット写本等に関しては､
塚本ほか (1989: 336-338) 参照｡             と           の解
題は､ 津田1977参照｡
(８) 本写本の章末コロフォンでは､                 の位置が､                の後 (6r3, 79v1)､                  (   )    の後 (18v3,
73r1)､            の後 (29v1) の３通りあり､ 一定しない｡
(９) Vp 1 (p.xxix) によれば､ 校訂本で使用された写本にも､ 注釈のみの部
分や詩節のみの部分が見られる｡
(10) ネパール写本で用いられる紙に関しては､ Trier 1972に詳しい｡
(11) 中村 (2007: 4) は ｢全葉左端に鼠害？｣ とする｡
(12) この名称については､ Lienhard (1988: xviii) 参照｡ 同じ書体をネワー
ル (Nev r / New r ) 文字と呼ぶこともある (R jva   1960: 1-7)｡
石井2001では ｢狭義のネワール文字｣｡
(13) ネワール暦の年号は通常､ 数え年ではなく満年数である｡ ネワール暦に
16
ついては､ Kielhorn 1888参照｡
(14)             に基づくインド暦西暦換算ソフトウェア､ Yano & Fushimi,        Version 3.13による｡
(15) 著者 M dhava や著書           については､ Meulenbeld (1973: 1-
27; 2000a: 61-77) 参照｡
(16) Meulenbeld (2000a: 61; 2000b: 74, n.4) 参照｡
(17) 中村 (2007: 4) は､ SKT-MS-28について ｢未同定断片 [尼陀那ニダー
ナ､ 戒律の因縁・広解]｣ とし､ ｢ネパールにおける律典の伝世は稀少｣
と記しているが､ 本写本は仏教文献ではない｡ 題名の      は､ 仏教
文献の一ジャンルとしての      とは関係なく､ 医学用語で ｢病因｣
｢病理｣ という意味である｡
(18)             という別名もある｡ 著者 V nda や著書          につ
いては､ Meulenbeld (2000a: 78-85) 参照｡
(19) 著者 R va a や著書           については､ Meulenbeld (2000a: 143-
145) および Kt を参照｡







Ａ. Vp 1対応テキストの順番｡ 第40葉までは欠葉がないので､ 実際の
葉番号と一致するはずである｡
Ｂ. 紙の貼られた面｡







Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ
１ r N4 v 1.1.2 1.2.2
２ v N38 r 1.2.5 1.4.5
３ v 1.4.7 1.6.17
４ v 1.6.19 1.9.6
５ v 1.9.8 1.11.8
６ r N8 v r3 1.11.9 1.12.24
７ v N67 r 1.12.25 1.14.2
８ r 1.14.3 1.15.14
９ r 1.15.15 1.17.4
10 r 1.17.5 1.18.14
11 v 1.18.16 1.19.28
12 r 1.20.1 1.21.17
13 r N71 v v5 1.21.19 1.22.25
14 v N70 r 1.22.25 1.24.1
15 r 1.24.2 1.26.3
16 v 1.26.5 1.27.18
17 v 1.27.19 1.29.7
18 r N37 v v3 1.29.7 1.30.17
19 v N40 r 1.30.18 1.31.25
19
20 r 1.31.25 1.33.16
21 v 1.33.20 1.35.9
22 v 1.35.11 1.37.8
23 v 1.37.9 1.38.29
24 r 1.39.2 1.40.17
25 r N61 v 1.40.19 1.41.22
26 v N68 r 1.41.23 1.43.9
27 v 1.43.10 1.44.24
28 v 1.44.25 1.46.4
29 r N1 v v1 1.46.6 1.47.14
30 v N3 r 1.47.14 1.48.19
31 r 1.48.20 1.49.31
32 v 1.50.1 1.51.12
33 r N36 v v5 1.51.13 1.52.19
34 v N39 r 1.52.20 1.54.6
35 r 1.54.7 1.55.23
36 v 1.55.24 1.57.25
37 v 1.57.26 1.59.18
38 v 1.59.18 1.60.28
39 v 1.60.29 1.62.8
40 r 1.62.9 1.63.31
おそらく１葉欠ける
41 v N2 r 1.65.21 1.67.3
42 v 1.67.5 1.68.24
43 v 1.68.25 1.70.15
44 r 1.70.16 1.72.7
45 v 1.72.8 1.74.6
３葉程度欠ける
46 v 1.78.27 1.80.20
４葉程度欠ける
47 r 1.86.16 1.88.11
おそらく１葉欠ける
48 v 1.90.21 1.92.17
２葉程度欠ける
49 r 1.96.24 1.98.17
50 r 1.98.19 1.100.6
51 v 1.100.7 1.101.27
52 v 1.102.2 1.103.24
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おそらく１葉欠ける
53 v 1.105.18 1.107.14
54 r 1.107.16 1.109.11
55 r 1.109.12 1.111.10
56 v 1.111.11 1.113.18
57 r 1.113.20 1.116.1
58 r 1.116.2 1.118.17
59 v 1.118.17 1.121.14
60 v v3 1.121.16 1.124.14
61 r N66 v 1.124.16 1.126.24
おそらく１葉欠ける
62 r 1.129.1 1.130.26
おそらく１葉欠ける
63 v 1.133.16 1.135.17
64 v 1.135.18 1.138.17
多数葉欠ける
65 v 1.148.14 1.150.17
おそらく１葉欠ける
66 v N69 r 1.152.23 1.158.15
67 v 1.158.15 1.160.21
68 r 1.160.22 1.162.29
69 r 1.162.30 1.164.25
70 r 1.164.25 1.166.25
71 r 1.166.26 1.168.18
72 r □ v 1.168.19 1.170.6
73 r □ r r1 1.170.6 1.171.22
74 v 1.171.23 1.173.10
75 r 1.173.12 1.175.4
76 r 1.175.6 1.177.1
おそらく１葉欠ける
77 v 1.178.21 1.180.16
78 v 1.180.18 1.182.8
79 v □ v v1 1.182.14 1.184.4
80 v □ r 1.184.6 1.185.17
多数葉欠ける
81 v N31? 2.7.13 2.9.8
81番は､ 中村 (2007: 8) が第31葉として図像を記述するが､ 図像もスペー
スもない｡
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84 v □ r 2.7c-19c
多数葉欠ける













97 r □ v 3.196a-4.3d
























112 r □ v 4.227c-5.4d















126 v □ v 5.243b-254b
112番は､ 中村 (2007: 9) が第56葉として図像を記述するが､ 図像用スペー
スしかない｡
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